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十
歳
。

そ
の
輝
き
を
い
つ
ま
で
も



額と輸撃に満ちあふれて
年成人式9 平成
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月 9る
15 9，る
日9る
、。る

朝%
日9る
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8
人
（
男
性
1
1
1
人

に
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

女
性
1
2
7
人）

ま

応
H
1

：

・刀
手企
J

ア
ゼ
リ
ア
ホ

l
ル
で
行
わ
れ
た
成
人
式
に
は

8
1
人
が
出
席
。
華
や
か
な
振
り
そ
で
姿
や
真
新
し

い
ス

l
ツ
に
身
を
包
ん
だ
か
新
成
人
。
の
皆
さ
ん
は

厳
粛
な
式
典
に
続
き
、

は
じ
け
る
よ
う
な
若
さ
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
ビ
ン

ゴ
ゲ
！
ム
を
楽
し
ん
だ
皆
さ
ん
は
、

最
後
に
〈
止
は
貝
そ

g・1 

ろ
っ
て
記
念
撒
影
。
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
る
却
歳
の

顔
を
写
真
に
収
め
ま
し
た
。
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直子さん

病院で受付けをして

います。 j忠者さんには

H月るL、！必対を心がけて

います。

今後は！刈りの人のこ

とを考える大人になり

たいですね。

浜上原仁志さん

成人式では、日f民悲

f択を朗読しました。成

人になった実感は特に

ありませんが、今まで

以上に自分の行動に資

fでを持ちたいと思いま

す。

スド 島未 帆さん

いよいよ大人の仲間

人リ。 しっかりレた人ー

人の久性にな リたいで

すi主。

／~ !J: 大乍〆｜：。~：Y’＊は

1i1：）：になリたいと忠、っ

ています。

tt史さん
r. t1i 1-t! で人；’Y・~f:if；を

if，時間犯しています。／？（ま

(i楽 をやっているのカず

. i!.):'.!i'~ しい ですね。

将＞Hi人・7・で・・；シんだ
よとを’l・かせる戦業fこ

i流きたいと，l~l.t，ます。

谷大野沙奈恵、さん

if JI !i 111φいもので、

らう li¥i:人バを.iWえたと

1.-：；じられません。
1Qの：！.i)..;'.j’ィ七。これ

からは資絡を取り、：i;.t

織に’1・かしたいと 与ーえ

ています。

lL ］~ 
111・｛I＇・から相会人。建

物の解体作業をしてい

ます。 ii：事は楽しく 11~

UブIC,'jf;しています。

；二iLからはや『i·J ~にら
チャレンジしたいと，＼＇.；I,

います。

務さん脇山真奈美さん

2 JIが誕’1:1lなので、

成人式を迎えたといっ

ても’長感がわきません。

まむるく ~·.；袋試験が

あります。試験に介絡

し、.f,-，｝護婦になること

が今年のM械です。

-



町
で
は
、
乳
児
〈
O
歳
児
）
や
幼
児

〈A
1
歳
以
上
2
歳

未
満
）
の
通
院
・
入
院
医
療
費
と
、
未
就
学
児
（
2
歳
以

上
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
鈎
児
）
の
入
院
医
療
費
の
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

A

フ
月
号
で
は
、
こ
の
乳

・
幼
児
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

同

単
に
は
紹
介
いいは
は。

一

＼
S
一

。ω4
Mdト
除

用
ご
と
、
通
院
・入
院
別

医
療
機
関
ご
と
に
請
求
す
る

こ
と
で
す
。

支
払
っ
た
医
療
費
は
、

後
目
、
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

渦
1
4威
か
ら
2
蔵
米
満
の
幼
児
が
、

医
療
機
関
に
通
院

・
入
院
し
た
と
き

医
療
費
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

手
続
は
、
幼
児
医
鋭
利
H

助
成
申
請

汗
（
ぷ
＠
）
を
役
場
健
康
福
祉
深
で

前
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

幼
児
院
療
費
助
成
は
医
療
機
関
で

医
療
費
を
い

っ
た
ん
支
払
い
、
月
ご

と
、
通
院

・
入
院
ご
と
、
医
療
機
関

ご
と
に
請
求
す
る
制
度
で
す
。

支
払

っ
た
阪
山
加
盟
は
後

n、
指
定

し
た
全
融
機
関
の
け
内
に
似
リ
込
ま

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

表④

申 t’者
｛保II者｝

下12のとおリ幼児Iii• 貨の助成を申繍します．

名｜靭B==t~ ?I~ I：：七： J Y.c I － ノ／ノo.S
I 1保｜保険積別 ｜⑬政府 ー組合・その他
すA1-！＼ 同月 lBI 

｜ ｜保険者名 ｜ 160176(.朝日町図像）
平成 年 月分保険診療領収書 （入焼 ・通院）

幼児氏名 ｜ ｜病名1 ．国

保険妙練合計点敏l • l凶保等負偲点敏 ｜ Ai公費負担額I RI冨
自己負担額｜ 聞｜友配金額には保険惨療以外は含まれていません.1盤
上胞のとおリ領収し車し止． l昆

平続年月 8 I入

住所 覇日町f舌I会主也

氏名朝 日 ー部町

幼児底調置費 ｛載養費払｝助成由鶴望書

平成タ乞え月 ダ 日

• 唱聞B町長

氏幼

渦
l
品
に
な
る
ま
で
の
乳
児
が
、

医
療
機
聞
に
泊
院

・
入
院
し
た
と
き

の
似
城
山
M
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
、
保
険
川
に

弦
鉢
さ
れ
た
時
点
で
、
役
場
健
康
相

祉
課
で
乳
児
医
療
費
受
給
資
佑
令
鍬

申
請
書
（
ぷ
①
）
を
記
入
し
ま
す
。

制
社
医
療
費
消
米
台
（
ぷ
②
）
と
乳

児
医
療
的
受
給
資
的
村
山
川
（
ぷ
③
）
が

先
行
さ
れ
ま
す
。

医
擦
機
関
に
か
か
る
と
き
は
、
保

険
証
と
と
も
に
福
祉
医
療
費
鯖
求
書

と
乳
児
医
療
費
受
給
資
格
証
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
山
山
中
川
け
の
と
き
に
、
礼

児
．阪
縦
約
H

に
附
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
似
し
て
い
ま
す
。

表②
ー「T 一吉

自.II 

ー

福祉医療費請求書

耳‘回
向

便
利
な
制
度
が
あ
る
の
ね
。

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
わ
。
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ご
と
に
請
求
す
る
制
度
で
す
。

文
払

っ
た
金
額
か
ら
l
H
7
1
0

川
を
持
除
し
た
矧
が
、
後
日
、
指
定

し
た
金
融
機
関
の
口
座
に
振
り
込
ま

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

満

2
歳
か
ら
小
学
校
に
人
予
す
る

ま
で
の
幼
児
が
、

医
療
機
関
に
入
院

し
た
と
き
、

l
N
7
1
0
川
の
み

の

負
相
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
か

か
っ
た
医
療
貨
は
助
成
さ
れ
ま
す
。

下
統
は
、
幼
児
医
倒
的
助
成
中
川削

減
消
ボ
ル
川
口
（
ぷ
⑤
）
を
役
場
館
山
制

批

A
で
附
ボ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

未
就
学
児
mm向
山
町山口
は
医
療
機
関

で
入
院
賢
母
い
っ
た
ん
支
払
い
、
月

小
学
生
に
な
る
ま
で

利
用
で
き
る
ん
だ
ね
。

、
｜
｜
｜
申
論
者
記
入
欄

叫a
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お
子
さ
ん
が
、
保
険
証
に
登
録

さ
れ
た
時
点
で
、
乳
児
医
療
費

受
給
資
格
宣
録
申
請
を

す
る
こ
と
で
す。

こ入
と院 J 自
での 1'lll
すみ d

ま長多
喜受 ト
接ぷ ~
質う
を

全
額
助
成
す
る
の
で
は
な
い

の
で
、
個
人
負
担
は
1
日

7
1
0円
と
な
り
ま
す
。

ミヨD
出張所

乳 ・幼児医療質問成制度に関するお問い合わせは役場健康

福祉課医療保健係（ft役場内線 144）まで。

／之竺
μ

竹
二

と
ヒ
白
一

O
一一一
門
札

-



〈
υ
’々
ωvノ今

合
銭
か
ら
歴
史
が
見
え
る

＋向
い
健
叫
仰
山
下
似
点

に
情
熱

津
立日

一
郎
さん

（
西
町

・
同
銀
）

「一山川
ド
時
代
に
仙
JU
小山
川
辿
し
た
お
全
と

．．パ
え
ば
1

河川
比
永
一
池
山
氏
』
で
す
が
、
作
ら
れ

⑥⑧⑧⑤⑤  
磯路俳句会

をI

＠
島
＠
 
＠
 岡5

遥

く

ん

清
水
町
の
冨
岡
貞
行

・
佐

久
子
さ
ん
夫
妻
の
次
男

（平
成
ア
年

2
月
叩
日
生）

＠
かが

面

加

賀
夢

乃
ちゃん

＠
 沼
保
の
加
賀
厚
志
・
良
子

さ
ん
夫
妻
の
長
女

（
平
成
ア
年
己
月
白
日
生
）l\~ ,.., 

‘ー
み
か

た
時
代
や
州
場
所
に
よ
り
判
行
州
知
ら
あ
る

ん
で
す
上
。
ま
た
、

小
判
に
介
ま
れ
る
令

の
川
A
H
に
よ
り
．

が
わ
か
り
ま
す
。

そ
の
中
I
時
の
財
政
状
川

山
政
か
ら
耐
火
が
比
え

て
く
る
ω

ね
ら
し
ろ
い
で
す
よ
」

1

・1
v

I

H『

．．． 
b

t

j
H
H
J
J
l
，
 

f
H
・i
hつ
』
／
ハ
｛
H
f
f
会

4
寸
d
l

・u，y
t

l

目
以
を
似
処
す
る
よ
う
に
な
リ
ま
し
た
。

やや4
llJI て与
L I’ ff，』1ぇ
IIキ fl}
ftに
の 11;
イt ら
11: iL 
Tこ
fl: 
幣
戸司

手II
l1iJ 
llトl
J{J;; ... 

紀

任
問
ご
ろ
の
小

川
内
銭
な
ど
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
丁
制
矧
以
上
。

中
で
J
U
小
附
一
則
ト
本
則
か
ら
江
戸
時
代
に
か

け
加
山
川
崎
川
で
流
通
し
た
代
幣

守加
山
口
次
子

、、切
銀
』
は
此
市
な
も
の
で
す
。

向
山
市
さ
ん
収
集

家
の
川
で
ら
品
川
叫
に
な
リ
ま
し
た
。

「中l

川
、
川
以
内
や
令
．
以
能
A
U
地
み
に
は
九
勺
の

鉛
咋
．
か
あ
リ
ま
し
た
の

は
、
」
の
切
却
を
九
純
類
全
部
集
的
、

l;!J 
飢

（~ 

そ
の
れ

l

j

i

‘
！

1

．，

、

の
と
れ
リ
却
代
を
小
川
な
ど
で

u
’
て

小
践
に
向
日
け
し
て
使
っ
て
い
た
上
う
で
す
』

i
y

－，
d
し
ま
す

魚
川
さ
ん
は
引
弘
、

｛

1
4
・
・
・
・
・
：

f
f
q
｜

｜
J
 

HHH
，aT
U
U
，
，
，
，
，、

先
日
必
し
た
lrn
HH

M
民
家
の
集
ま
リ、

町
融
市
附
究
会
の
刷
会
u
k
を
務
め
て
い
ま
す
。

昨
年
に
は
川
会
の
結
成
：
・
ト
川
年
を
削
い
、

『位
小
札
凶
叫
城
山
恥
と
い
う
記
念
誌
も
発
’
打
。

朝
日
町
り
眠
中
央
州
市
町
に
寄
付
し、

た
で
’
U
H
見
る
、
｝
と
が
で
き
ま
す
。

「
山
践
に
は
ヒ
ン
か
ら
キ
リ
ま
で
峨
々

な
純
矧
が
あ
リ
ま
す
。
川
以
近
は
令
制
的
に

行
い
人
に
も
ぜ

下
ご
ろ
に
な
リ
ま
し
た
。

ひ、

l
H
銭
以
集
の
楽
し
さ
を
広
め
た
い
で

す
ね
」

と，
d
す
般
市
さ
ん
で
す
。

物
ポ三勢

量邑
塁謹L
，，》で句旬ド

ぉ

手

ーー⑥ 

ーー圃

－
会
社
の
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い

川
川
忠
は
附
和
・
・
卜
旬
。
川
和
h

ハ
ト

．
年
に
八
日
り
線
沿
い

に
州
日
山
を
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
制
作
、
利
川
地

似
合
小
心
に
じ
山
加
が
あ
り
、

h
l
－
』
ゐ
・
9

、

／、

山
内
仏
大
の
光
州
切
削
似
を

111 

H

什
つ
店
舗
を
山
山
山
に
山
山
す
る

f

半
で
す
。

後路俳句会｛ふ 1昭和52"1'-の どう詠もうかと頭をひねった

公民館”体内からll'i~~しました。 り、句集を読んでいる時など

今年で20何年を迎えます。会 時間の過ぎるのを忘れてしま

名の「磯路」l.i＇スタートした います。俳句に出会って心盟

"I'-の52{1~から日 Hけました。 かに暮らせること、句会の良 ，

講師は、 ＂幕内q’は松合的根 き)j_にjffi1）会えたζとは至上

光州、般協グルーフ発足とl11J のがびです。 ~1J ができなくて

11s,1こ足111，~i(I電光州となり今 II Rぃ気持ちでもj会に/I',ても、

に雫っています。 先＇I：の活を聞き、みんなと同

会0は、 都11A~でfJI:'i1J：こ｜則心 I）イヤい鑑賞し合っている1111に

があった入、Mt.Jわからな ほのぼのとした気持ちになり、
かった人など様々。親切に折 次1111への意欲が説いてきます。

持していただき、いろんな俳 奥の細道300年記念1i!JIII俳

句用語やft.引)ji];を’下ぴ、＇I: 'i1J大会に参加lできたニとは、 ， 

i医学習の－端としてみんな来 今は懐かしい思い出となりま ，

しくやっています。 した。

阿利！？々に円然の織りなす 時々の吟行ら楽しみです。 ： 
美しきゃ似さに倒したり、 管さんち入会してみませんかc ~ 
日々 の作らしの，，.で心にfi'fめ 歓迎いたしますe

ておきたいlt.JK’れがあった11.L

多
版
化

・
ぬ
純
化
す
る

A

行
ニ
l
ズ
に
泌
え
て
い
き
た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

・
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
な
ん
で
す
か

ど
な

｛；・フむ llM 1 ~ ’ 
IJ 

J’I；＂ア’ 1：：を ），ii
おnミ ri;;f j・を
イ七iコ ｛こ -) : ｜ I I 
をン純；て 1’i
！まろ．らさし
じどすま
ダ〉をピし
、JIえデた
リオ 。

人
J.L 
fニ
惚

こ
れ
ま
で
山
内
で
い
ち
早
く
郊
外

制
倒
的
な
一
川
制
川股

、
』
れ
か
ら

c
o
 

叫
ん
日
川
な
um
ぞ

ろ
え
や
』
%
引
す
る
た
め
の
店
舗
の
ト八

新田健 こさん（21歳 ・宮崎）
松下電子工業側

側
明
文
堂
書
店

従
業
員
数
：・
百
人

（川
引
川
島
日
）

売
上
高
：
：
：
十

六
億
二
千
万
円

司リ
｛ヒ

川
版
の
μ
川
端

・
流
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
件
凶
舗
へ
の
噂

時
代
を
先
取
り
し
た
サ

ー
ビ
ス
体
制
の
雌
・札
に
努
め
て
い
き

た
い
て
す
。

人
を
進
め

社
長
さ
ん
が
普
段
か
ら
心
が
け
て

い
る
こ
と
は

さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
U

桁
し
、

従
来
日
川
に
は

yh
．紗
へ
の
桃

帆
」を
叫
げ
て
い
ま
す
ψ

川
ぞ
ろ
え
、

H
叫
W
作、

山
川
棋
の
．
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

：
五

、
了、

j
lド

LzaT

・
b
・

司

t

そ
札
ぞ
れ
い
山
初
の・
h
秒

で
お
本
仙
の
心
を
と
ら
え
よ
う
と
い

う
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
・り
ら
お
本
般
の
川
祉
法
を

峨
々
な
川
一はか
・り
挑
戦
を

正i
;Jと
し

就
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

夢
除
家
を
建
マ

3
こ
と

昨
年
の
川
川
か
ら
社
会
人
に
な
リ

ま
し
た
。
，，S匂
e

・

“つ
λ
付

半
存
体
を
裂
造
す

る
作
業
を
担
当
。
小
さ
な
ミ
ス
’
む
市
川

さ
れ
な
い
の
で
集
中
し
て
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。

で
、
皆
い
と
は

い
え
体
力
的
に
つ
ら

：
・父
山
け
制
の
職
場
な
の

い
ニ
ヒ
J
U
あ
り
ま
す
ね
問
。

趣
味
は
ス
ホ

l
ツ
と
山
知
。
合
札

で
は
采
迫
サ
ー
ク
ル
に
刈

M
し
て
い

昨
年
行
わ
れ
た
川
の
実
淀
川

．．
 
部
の
却
で
．一

収
入
杭

z
‘
．
0
 

4
J
4ヲ

大
会
で
は
、

し
ま
し
た
，
。ヘ’
・arみ
歩
、

ノ

f
l

山切
点
休
業
中

の
パ
ン
ド
マ
山
川仰
を
川
川
し
た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

ヘ’、
ノ

バ
イ
ク
や
栄
総
な
ど
ほ
し
い

む
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

今
年

の
け
惚
は
貯
令
す
る
こ
と
で
す
ね
。

e

－

1
じ
歳
ま
で
に
山
分
の
米
を
些

て
、
結
附
す
る
よ
と
が
夢
。
即
．相
公
的

タ
イ
フ
は
、

’H
分
を
州
り
に
し
て
く

れ
る
人
で
す
。

広
報
係
で
は
「
ふ
れ
愛
こ

う
さ
点
」
の
告
コ
ー
ナ
ー
に

出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル

ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
出
て
み
た
い」

「
出
し
て

あ
げ
た
い
』
人
が
お
ら
れ
れ

ば
、
広
報
係
（
宮
役
場
内
線

2
1
2）
へ
司
こ
報
を
。

・2・
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ンJを

〔
ワ
こ
な
っ
て

v
a
z

保
母
「
吉
、
ぁ
、

F 
'> 

~ r1 I 
え輪・ク
つに・ダ
！なン
つつス J歩
ニ てをん
ク」 し r.1.
」 よー
う緒

みフ
人ノ オ

「
ワ
ニ
に

な
ろ
う
つ
・
」

子
ど
も
た
ち
は
全
員

「
ワ
ム
だ
マ

つ
｜
」
と
、
ワ
ニ
の
か
つ
こ
う
に
な

っ
て
久
は
し
ゃ
、
ぎ
。

• Me imi (?) 

保
母

「そ
の
ワ
ニ
じ
ゃ
な
い
の
に
：
・
」

他
の
保
母
は
久
爆
笑
で
す
。

保
母

「丸
く
な
｜
れ
、
九
く
な

l
れ。

み
ん
な
で
手
を
つ
な
ぎ
ま
し
ょ

M

門くん

「わ
か
、
勺
ん
。

た
だ
歌
っ
て
い

、っ
」

み
ん
な
は
よ
う
や
く
輪
に
な
り
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。

〔
ご
ぼ
う
犠
Y
4
5

何
くん

「ね
え
先
生、

ご
ぼ
う
様
が

2
人
糸
た
よ
」

用
保
母
「
ご
ぼ
う
犠
何
し
と
っ
た
ワ
・
」

わ
た
し
の
家
に

~ 

0 

• f/l/ ·•7 

剣 a軒牢判’...

..若々ゐ.
、，~

f、...f),,，令、f 句作4
~＇＇r.~ 、、コrーノ九匂，
I r ，、 y

っ
た
だ
け
」

ち
な
み
に
ご
ぼ
う
棋
は
、

ん
の
こ
と
で
す
。

お
坊
台
、

<i} 

σA 
0 

〔
男
の
寄
り
合
い
〕
（2
費

何
く
ん
「
咋
白
、
圏
内
の
寄
り
令
い
行
つ

て
き
た
が
」

保
母
「
男
の
寄
り
令
い
で
何
し
て
き

た
が
っ
・
」

附
く
ん
「
遊
ん
で
き
た
が
」

保
母
「
だ
れ
と
行
っ
て
き
た
が
っ
，」

附
く
ん
「
お
父
宮
、
ん
と
」

保
母
「
男
の
寄
り
令
い
っ
て
何
す
る

が
ワ
」

何
〈
ん
「
お
話
聞
く
こ
と
」

＠
丹
の
寄
り
令
い
っ
て
久
人
の
寄
り

合
い
の

こ
と
マ

企猪狩由香（9)

広
報
ク
イ
ズ
⑪

（
問
題
）

①
今
年
、
判
川
町
で
成
人
式
を
辺
、
え

た
人
の
数
は
？

⑤
2
3
8
人

⑮
2
4
8

入。
2

5
8
人

②
あ
さ
ひ
止
し
一
山
中
山
門
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は

2
nの
判

u
に
開
催
す
る
？

＠
9
円

⑮

回

目

。

お

り

③
川
県
税

・
所
得
税
の
中
止
門
は
3
川

の
何
日
ま
で
？

＠
ω
H
⑮

げ
日

O
m
H

（
応
募
方
法
）

会
は
が
き
に
答
え
の
記
号
、
住
所
、

氏
－
%
、
年
献
を
占
い
て
3
川
M
け
（
山
I

川
山
印
わ
れ
効
）
ま
で
役
場
総
務
課
秘

書
広
報
係
（
一寸
蜘
l
w
朝
日
町
道
下

1
1
3
3
）
へ
送

っ
て
く
だ
さ
い
。

抽
選
で
3
人
に

M
宮
券
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

山
川
の
内
選
桁
は
、
然

雄
投
さ
ん
、
呼
瓦
さ
ん
、
ツ
イ
ン
ズ

さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

（
お
通
中
剖
通
正
解
）

最近よく耳にする言葉に中山

間地域があります。全国の市町

村を都市的地域、平地農業地域、

中間農業地域、山間農業地域に

区分けしたうち、後の2つを合
わせた地域のことを言ります。

農家数、農業組生産額とも全国

の約4割を占めてりますが主平
坦な耕地が少なりなど、地理的

条件が不利であるのが実情。富

山県ては朝日町を含め17市町村

が中山間地域にあたります。

朝日町をはじめ多くの中山間

地域ては自然動態、自黙現象な

どで人口が減少してります。中

には、後ろ髪ひかれながら郷里

を離れた人もりるでしょう。し

かし、生まれた地にしっかりと

根をはってねる人もります。自

然と閤りながら三自然の中で命

をはぐくんてりるのも事実。都

市部て生活する人にはわからな

りことがたくさんあると思りま

す。例えばスノータイヤの交換

や屋根雪の始末、道路除雪など。

道路網、河川、海岸護岸整備は

もちろんのこと交流入口の増加

に向け、やらなければならなり

ことは数多くあります。

昨年行われた衆議院議員総選

挙。当選した人の中に、真の地

方出身者は何人りるのでしょう

か。中山間地域に住む人に、も

っと温かり政策をと感じます。

これからも全国の中山間地域

に住む全国の人たちと、意識と

歩調を合わせて各省庁に訴え、

予算編成時の要望に臨みたりと

決意を新たにしております。・3



aゥひ町民生涯学習ワェスティパル
i心 豊 かな 生活 を送るため i=-1

アゼリアホールで開催

川
一
山
中
刊
の

．
大
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
2
川
幻
日
州
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
f
ホ

ー
ル
「
ア
ゼ
リ
ア
』
で

τ
あ
さ
ひ
川

U

民
生
川
川
下
山
門
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
－
を

附
似
し
ま
す
。

「
心
叩
か
な
作
仁
川
を
込
る
た
め

に
」
を
テ
！
？

に
誠
一
例
会
を
は
じ
め
、

U
ご
ろ
川
以
の
析
さ
ん
が
取
り
組
ん

で
い
る
外
相
教
本
や
サ
ー
ク
ル
で
の

中
門
成
米
を
発
ぶ
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。ま

た
、
ご
米
幼
い
た
だ
い
た
押
さ

ん
に
も
．
川
刊
に
作
品
づ
く
り
を
栄
し

円、

、、
－
ご
く
コ
ナ
l
J
U
H
H
也
し

f
ハ
司、
L
f
f
〈

ご

づ

て
い
ま
す
。

入
場
は
知
判
で
す
。

仔
さ
ん
の
多

数
の
ご
米
助
を
お
げ
ち
し
て
い
ま
す
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J
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会
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ピ
ィ
広
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税
引
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サ
ー
ク
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（
ち
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絵
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ハ
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教
－
M
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渋
々
ど
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ナ
イ
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シ
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（
ブ
ロ
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ど
｝
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マ
ナ
ピ
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ロ
ン
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叶
刺
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教
京
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ニ
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叙
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ビ
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成
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展
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附
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ボ
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．
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叩
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叫
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火
消
し
の
心
意
気
を
示
す

ー

l
朝
日
町
消
防
団
出
初
め
式

判
川
町
消
防
川
の
出
初
め
式
が
i

川
九
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

2
7
3

人
の
消
防
川
礼
が
脇
，
l
八
村
山
で
悦…

火
災
折
刷
を
し
た
あ
と
、

的
地
内
で

・h
斤
欣
水
、
火
消
し
の

心
ぷ
討
を
・4

F
〈
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h
F
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町
内
和
彦
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6
分
間
州
此
）
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朝
日
町
消
防
団
長
表
彰
状

川
（
第
I
分
川
川
口
川
）

ト人
行
い
い

Lr

（
爺
2
分
川
川
川
い
以
）

U
Uじ
w
M日

H

’

M
m
q
ム
川
u
a

谷
禿
人

（
竹
山
知

1

ま
た
．
こ
の

H
はい
m
…
火
災
分
川
以

ひ
．
除
以
川
い
い
の

μ似
む
あ
わ
せ
て
’
H

わ
れ
ま
し
た
。

朝
日
町
消
防
長
功
労
賞

内
川
J
（第

2
分
川
分
川
H
K
）

朝
日
町
消
防
長
無
火
災
表
彰
第
l

分
川
（
6
年

間

）

第

2
分
同
（
1

年

間

）

第

3
分
間
（
l
年
間
）
第

5
分
川
（
2
年
川
）

朝
日
町
消
防
団
長
功
績
章

宏
遠
縫

い
（
第
l
分
川
班
長
）
治
水
克
（
涼

2
分

M
M
H）
出

m
q
．

（第
3
・分

川
川
い
川
）
新
川
敏
州
側
（
第
J

分
川
府

ト
川
津
弘
k
U

（
附

W
4
分
川

氏
斤
け
い
弘
（
第
百
分
川
川
い
れ
｝

ぅ〉
卜ti
i寸｜

れ
谷
川
．

（郁
6
分
川
川
い
れ
）

‘，

あ
さ
ひ
総
合
病
院
外
科

tr－

ひ
ろ
か
わ
し
ん
い
ち
ろ
う

か

庚

川

慎

一
郎
医
長

場現の療医

腸閉塞症について
腸閉塞とは、腸内容の通過機

構が何らかの原因により障害さ

れ、内容が腸の内註に充満して

起こる症候群のことてす。

腸閉塞症！こは機械的なものと

機能的怠ちのがあります。接被

的なものは I.閉塞性すなわ

ち腫誌や義議などによる挟巻、

腹膜癒着による牽引、食物など

による内陸の関塞など 2.較
範性（腸管の血行障害を伴うも

の）すなわち癒着索状物による

腸の絞施、腸後話、腸重積症、

ヘルニアの議頓などが相当しま

す。

機能的腸閉塞症は神経性のも

のて、最癖性とけりれん性に分

けられます。血管閉塞を伴う腸

間膜動脈血栓塞栓症はこの一部

てす。

腸閉塞症は、その発生原因が

種々あるため治療法は多阪にわ

たりますが、ほとんどは外科的

治療を要します。機能的怠もの

は保存的に治る場合が多りので

すが、機械的なものは保存的に

軽快するものがあるものの‘絞

提性腸閉塞は重篤て、ほほ全例

て緊急手術が必要となります。

腹部手術後の方は必ずとりっ

てよりほど腸管の癒着が存在し

ますのて、腸閉塞の予防のため

山菜、海草類、漬物、 コンニャ

ク、もち、柿、梨など繊維が多

りものや消化の悪りものには注

意が必要です。

。
。

... 



社会福祉
協議会だより

ハート

あっ主力、

毎
年
一
判
例
と
な
っ
て
い
る
歳

水
た
す
け
あ
い
泌
動
は
、
昨
年

の
は
け
1
け
か
ら
お
日
ま
で
の

． 朝日町社会福祉協醜会
i立、皆さんと共に地峨の

福祉向上を自指す福祉団

体です．

・場所朝日町招祉セン

ター内

宮 83-0576
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。
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仰
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叫
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叫
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－
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叫
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ど
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朝
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役
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き
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げ
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お
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。
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E
「
友
の
会
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会
員

ふ
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と
美
術
館
で
は
「
反

の
会
」
の
会
此
を
録
集
し
て
い

ま
す
。

年
会
費
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0
0
内
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随
時

人
会
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人
会
日
よ
り
1
年
間
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典
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光
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福
祉
飽
投
入
刈
お
（
1
3
8
人）

8
2
8、
0
0
0
円

以

K
期
入
院
街
（
邸
入
）

’b
’
』

Aυ

、A
U
A
U
A
U
nリ

ハ
骨
会
や
比
蝋
舛
全
を
山
相
け
る
た
め

の
純
仰
H

9

6
、
5
1
6川

お
正
月
を
前
に
愛
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

｜
｜

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
｜
｜

ー
か
川
問
、
「
地
域
で
さ
さ
え

あ
う
あ
っ
た
か
い
わ
ね
正
川
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
同
的
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

刊
日
町
で
も
店
協
ド
ボ
た
す
け
あ

い
運
動
の
「
愛
の
袋
」
必
令
を

行
い
．
町
民
の
符
さ
ん
か
ら
た

く
さ
ん
の
件
全
が
得
せ
ら
れ
ま

し
た
。こ
の
「
愛
の
袋
」
川
作
品
仇
と
町

の
小
成
本
見
舞
令
、
町
説
日
立
銀
行

の
小
成
本
見
舞
令
を
合
わ
せ
、
川

内
の
ル
仁
川
保
必
附
併
な
ど
の
必

ま
れ
な
い
家
嵯
や
山
似
た
き
り
ζ

入
、
志
帆
い
は
心
身
附
刀
打
な
ど
3

5
3人
の
万
々
に
判
中
」
民
引
委

員
児
室
委
H
H
を
通
じ
、
ロ
月
卜

旬
に
見
舞
金
を
お
制
け
し
ま
し

た
。

男
性
料
理
教
室
を
開
催

ー
南
保
地
区
胞
戚
福
彼
活
動
i

教
一
世
を
削
川
町
必
幹
集
係
セ
ン

タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

a

人
暮
ら
し
主
人
や
主
人
附
一

位
が
凶
唱
え
、
射
性
が
料
開
を
作

る
機
会
a
v
U
M
唱
え
て
い
る
、
』
と
か

ら
実
施
。
町
職
員
を
講
師
に
、

豚
ヒ
レ
肉
の
汁
昨
あ
ん
か
け

・

野
菜
さ
ん
ぴ
ら
な
ど

4
H聞
に
桃

川
慨
し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
め
ん
民
性
た
ち
の
応

援
を
川
て
．
参
加
将
は
い
ご
ろ

の
腕
前
を
似
品
。
ぷ
食
会
で
は
、

おじ
山
い
が
作
勺
た
料
即
．
の
批
．
d

を
加
え
な
が
ら
円
以
を
打
っ
て

い
ま
し
た
。

主
任
兜
童
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
を
川ιkmM批について‘相談

などを一灯、7「主任児安委日比」

を設山一出しています。

川時ルー大町似品以び県知事から

今年のl川lHから3年間、

次の3乞のN々が委嘱を受
けられました。

削ん主のいじめ、f小笠校、

’y行てなど児九引を収り巻く

山氷山地・社会環境について．

雪量E重
賃金 4主君lj

続型車 i晶所 線用 資絡経験
求人職組 年齢

自 人数 免 I干等番号 同 休

22才ー 150,000-
男女
朝日町笹川

2 土木~エ管！!l筏士
土木箱ヱ管理 so才 336,000 也 自他、月 2図土織 (I級又は2級〉

20才ー 161,000-

’ー

制a田T月山 自動車鐙倫士2 自動車髭働土 25才 202,000 日干兄、第2・4土噌日 (2級文は3級｝

3 20才ー 230,000-
男
ll!B町東草理子

3 
高卒程度11朝重量E転手 50才 345,000 目、 M2・a土磯目 普通自動車免併

20;f- 165,000-
男女
朝日町笹川

5 
不問4 土木作集員 60才 270,000 日他、E匹2・4土a韓日

35才
~ 
朝日町月山 不問5 環境衛生 以下

270,000 
目祝、土岡置は半日 普通自動車免許

6 30才ー はo.ooo-
女
朝日町沼保

2 高卒程度一般事務 SO:t 140,000 自他、官官2・a土噌日 普通自動車免鈴

7 18才ー 122,500 女
納日町泊 高卒程度

販 ヲモ 35才 目、月 I@l休み 普通自動車免鈴

8 18才ー 125,000-
女
朗自町南保 不問

ウェイトレス 45才 ’50,000 火、第a水園陸B

9 調理員 25才 ー 自害f& 650 k 
朝日町月山 不問

｛パート｝ SS才 月4(ii]休み

10 車電 車』 ヱ 20才 ー 庫寺総
女
朝日町南保 2 不問

（パート｝ 4S才 720～750 日祝、月 2問土噌

平成9年 2月分ホット求人情報町
立
ふ
る
さ
と
美
術
館

H
0
0
9
4
）
へ
。

’

と
や
ま
女
性
セ
ン
タ
ー
の

E
グ
ル
ー
プ
・
団
体
登
録

今
年
の
4
川
に
と
や
ま
火
作

総
合
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
利
川
促
進

と
利
川
行
川
の
火
山
を
阿
る
た

め
‘
川
町
内
で
川
れ則
し
て
い
る
綿

々
な
グ
ル
ー
プ

・
同
体
の
笠
鉢

制
伐
が
附
始
さ
れ
ま
す
。

J
し
く
は
や
h

俳
．山下
内
泌
（
合

（

g

M
M
 

役
場
内
線
3
2
2
｝

A
H
わ
せ
を
。

へ
お
問
い

催

し

－

サ
ン
リ
l
ナ
ス
ポ
ー
ツ
教
室

日
時

2
川
5
H
か
ら
3
月
5

N
ま
で

ω週
中
小
附

υの
計
5

川
コ

l
ス

午

後

7
時
却
分
か

ら
9
時
ま
で

場
所

サ
ン
リ
l
ナ

内
容

同
崎
明
「
さ
ん
に
よ
る

Ill 2 谷 5管 〈 ら J;
-1>: 0 11 8 Ill主 れな公
然 9祁 OM 佳 まお 1~f.
(- 子 （－ 兜 す、に
｛ （ （ 重 。フご
卜． 小将｜｜委 ラ相｜

j丘 ~ Ill員 イ，；炎
ド｝） 〉 パ〈
） 密告 シだ

まま 82 82 I さ
82 I I は t、
I 1 0 中 。

E
A
P
o
qv内
J

田園田

会’京人情幅一覧袈＇＂二叫周下~い
会《わしいニと目、....公高順間安定内向峨自分宮 古8201叫へお問い合わtr<I~ i.'ぃ

第

3
号
被
保
険
者
の

特
例
届
は
お
済
み
で
す
か

第
3
ザ
被
保
険
者
と
は
、
配

備
悼
む
が
被
川
お
年
品
川
に
加
入
し

て
い
て
、
そ
の
人
に
扶
品
賞
さ
れ

て
い
る
夫
、
ま
た
は
誕
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

第

3
u
v被
保
険
折
は
、
配
偶

帆
也
が
被
用
者
年
品
川
に
加
入
し
て

い
る
附
は
、
凶
民
年
金
の
保
険

料
を
納
め
て
い
る
い
刀
と
川
絡
に

扱
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
応

3
号
被
保
険
者

と
し
て
の
届
出
を
さ
れ
な
い
場

合
は
、
保
険
料
を
納
め
て
い
る

と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

印刷
出
が
遅
れ
た
と
き
は
、

2

午
問
に
限
リ
さ
か
の
ぼ
っ
て
保

険
料
納
付
済
期
間
と
し
て
認
め

ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
の
期

間
は
、
時
効
と
な
っ
て
保
険
料

ぷ
納
期
間
と
な
リ
ま
す
。

し
か
し
、
今
年
の

3
月
本
日

ま
で
に
、
川
以
年
品
引
の
ゆ
芯
刊
で

特
例
制
を
拠
出
さ
れ
た
々
に
山
間

リ
、
昭
和
引
年
度
以
降
の
第
3

U
則
聞
が
、
す
べ
て
保
険
料
納

付
済
期
間
と
な
り
ま
す
。

鑑彊.. ’ 
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健
康
リ
ズ
ム
体
繰

参
加
対
象

明
川
町
に
作
住
ま

た
は
勤
務
す
る
者

参
加
料

1
、
0
0
0
円
（
保
険

料
込
み
）

申
込
み

2
川
3
u
仰
ま
で
参

加
料
を
添
え
て
、
サ
ン
リ
｜
ナ

｛
官
邸
目
1
8
3
8）
へ
。

－

ス
ポ
ー
ツ
講
演
会

日
時

2
川
幻

H
附

午

後

7

時
却
分
か
ら

9
時
ま
で

場
所

側
口
町
役
場
4
階
大
ホ

t
l

レ，J 

講
師

山
山
火
「
知
川
大
山
下
教

綬
桑
山
小
出
来
丸
町

内
容

健
康

・
ス
ポ
ー
ツ
の
た

め
の
栄
伎
の
と
リ
方
に
つ
い
て

対
象

ど
な
た
で
ら
秘
織
で
き

ま
す
｛
総
織
は
対
利
で
す
）

申
し
込
み

当
日
申
し
込
み
も

で
き
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
本

山
に
午
流
予
符
ぷ
ス
ポ
ー
ツ
係

くちしの情報室

Living l吋or慨 αtio杭1=m=llil-n~玉喜E“：梅田町1111

第36園朝日町ビーチボー凡夫会
E堕 E月20日間～22日出
午後7時30分～

＊ 

どんとこい山崎あったかまつり

き／2月2日（日）
午前11時から午後4時まで サンリーナ

事茄蚕福 朝日町に在住または勤務し、海15

議以上の者で高綬笠は除く。ただし、勤労

学生は出場可。（平成8年4月1日現在の満

年齢）

（公
役
場
内
線

3
2
3

述
給
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

E
農
振
除
外
申
請
は

1
3
月
初
日
ま
で
に

は
場
整
備
等
が
ム
実
施
さ
れ
た

段
地
を
℃
地
吟
に
転
則
す
る
場

合
は
、
が
前
に
内
同
業
保
鰍
（
地
域

の
終
川
地
医
域
か
ら
の
除
外
申

請
を
行
い
、
県
知
いれ
の
認
吋
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
内
以
似
除
外
小
泊
め
交
付

け
は
年

4
川
（

3
川
、
6
灯、

9
川
、
は
月
）

で
す
。
今
年
、

仲
代
宅
の
新
築
等
を
計
向
し
、
燥

地
を
伝
川
し
た
い
と
P
J
え
て
い
ね

ら
れ
る
ん
川
崎
、
3
川
却
れ
ま
で

に
除
外
山中
前
万
を
役
場
於
林
ル
小

一
段
課
へ
提
山
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
役
場
農
林
水
ぷ
町
議

州
旧
来
水
派
係
（
m
u
役
場
内
線
2

へ
ご

2月14日間までサンリーナヘ
念日3-1838温泉べ戸T泊・ゴルフ1組ご招待芯ど。大抽選会

2月3日伺）～己月28日世

歪E語

ところ／山崎自治振興会館周辺

圭二企賓~ ・男女混合とし、コート内は男
E人、女2人とする。 －コート内の選手の

合計年齢を次のとおりとする。

Aクラス フリー Bクラス・・・150.歳以上
Cクラス…180歳以上 Dクラス…200歳以上

1チーム 500円参加資

事む豆否莞

平成g・10年度の町の
請負工事などの指名参
加願者E受け付けます。

・受付期間

2月2日は子供も大人も大集合／
大道芸・もちつき大会・ミ二四駆大会・ウルトラクイズ

大家庄若駒太鼓 ・雪玉ゲーム

ビンゴゲーム怠どの各種ゲーム

熊8べ・みそかんば・イワナの塩焼 ・骨酒I/ , 

もつなべ・石狩忽べ・なめこ3十など l :) 

4 
2 

へ
お
問
い
A
H
せ
を
。

。催し物

店

周

囲
の
教
育
ロ

l
ン

融
資
金
額

に
つ
き

－
厚
生
年
令
保
険
加
入
小
の
み

．l
o
o－力
H
J
以
付

・
川
以
作
全
加
入
小
め
ん
・
日

vJ
s
t
a
B』
入

、

1
j
Hド
rLA
J
V

融
資
利
率

年
3
・
凶
匂
（
dr

u～、1
日
1

p
l
a
o
v
a－

J
aMe
－－
J

M
E』
引

l
l
j
l
l
n
f
u
、

返
済
期
間

8
年
以
内
（
針
山

き
別
別
手
、
阪
平
j
M
W

問
h

コlば

IJ

f
｛

t
’

j
t
l
e
i
 

－長
4
年）

問
い
合
わ
せ

ん
品
山
県
年
全
住

℃
制
批
協
会
（
宮
0
7
6
4
H

n
H
1
2
6
6） 

・,-: 

f,f 

人

。出

’

自
動
車
の
登
録
変
更
の

1
手
続
き
は
確
実
に

次
の
よ
う
な
場
介
は
、
れ
動

車
の
弦
鉢
変
更
や
抹
消
な
ど
陪

運
支
局
へ
の
手
続
が
必
袋
で
す
。

－

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

l
l
L
Kド
r
R
包
乙

J
H
H
止
む
九
川

ι
i』
仇

l
l
N寸
社
。
ム

u
，ノHP
〆J
’ve刷
イ

r
t刈

制
度
を
ご
作
じ
で
す
か
｜

＊ 

富山職業能力開発サービ

スセンターでは、企業にお

ける従業引の職業能力の開

発を支援しています。

中央に投罰されている能

力問先に附する、件純情報

をデータベース化した能力

州政化的総システムを川川し、

叩門家が例々の全世止の殺打
，e 
訓械のプランづくりや能力

問先の効来的る実施十刀法な

どについて、相淡、助一．円、

情報酬叫供などを行っていま

す。また、人材育成にかか

る経費の．部を助成する「作．

0搬能力開発給付令制度」が

あります。

人H刊行成について、

生活必需昂価甥
1月分（毎月5日税制時） は笹川
，‘，e’ ， γE 

司正 t主J 11国 持？
1 )j 前Jl比 1iii<1£r.•1Jl 比

-If ソ ． ／ 
113 。- 13 イi <Hト・，＇，＇.I e l 

ilh tr illl 
991 6 （両己i主18el
＋ + 12 
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" ff ス
’＇＂ 3.:174 + 25 + 250 ( 5 m>) 
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196 。- II II ('i’t'Hltfill600me) 

Ill 
7句 f Y、 A べ＂- ， ~ ー

550 fγぺ。- 51 (40M主人×51tl入）

トイレ y トペ ー バ ー 札イUll 409 - 56 
（／白紙ロール41闘争fl)

食 ，込ン

作之7~ ＋ 2 3 Ii干jふ＇•＂6枚へり｝
＋ 

加i"? ー -If ン‘Bts(150 I( I和） 一 16 - 85 

l し t う i耐
~72 。＋ト19o. 8 eへ・γトボトル人リ｝

f~ 
サラダ if!J 

'.l03 。-l:li 
( ;f.リヨ半r.:noo巨人リ）
)-

’P ・" 101 。 6 .... , 
（らめんln 

手L
225 + 11 - ~4 (I t〆マッ 7人リ｝

l勾
戸：~ 2 一190<'I’l勾むらl(lQg) 

JI手 肉 ＼託よ~ 2 - ・18 (II’l奇：） f, f, 100 g) 

•.[! ス1パm鴎ぜ） 卵 228 + 18 ＋ 
虫干 ( Lサイ

fa "'"' 号ピ
167 + 15 （？干J!!l.'.,',1 kg) 

食 (,f tl 、、 し .;. 
(i¥'.j岳品lkg) 211 一 11 - 16 

キ ヤ r、、． ・7
にj建 3 " rn：，泊，＇•＂ 1 kg) - :1~n 1111 

一
． ／ ン． 

ン ピ ぷ + 37 
rn:j!Ji品 1kg) + 12 平成9・10年度

（ε年間）
・参加願の有効期間お

/'  
)< ~ 

建設省統一様式

・とじ方 A4サイズファイル

（背表紙に会社名を記入すること）

・提出先 役場財政課管財係へ

F完

式・篠・
自
動
車
の
使
刷
を
や
め
た
り

尉
市
下
し
た
と
き

－
自
動
山
中
を
bM
却
し
た
り
ド
取

り
に
山
し
た
と
き

－
住
所
な
ど
が
変
わ

っ
た
と
き

手
続
き
を
せ
ず
放
問
し
て
お

く
と
、

内
川
問
中
税
が
い

つ
ま
で

む
泌
悦
さ
れ
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
の
出
州
に
な
り
ま
す
の
で
山

怠
し
て
く
だ
さ
い
。

高速道路交通u察隊日本道路公団
糸魚川管理事務所 念日255-52・6581

建設省黒部国道維持出張所 会52-1714

富山県入善土木事務所 会72-I 133 

朝日町役場内道路除雪本部 fi83-1100 

時間外lまtt83-4622

除雪についてのご意見・ご要望は、

｜町内会長さんを通じて｜下記へ。

．高速道路

・国道

．県道

・町道

4 I )J問 は的
｜｜ ビ llfJい ・に
33ス発 合 υJご

｜｜ セ協 わ 1!1.~ fl I 
2 ン会 せ 料 J炎
5 タ職 でく
7 I来：；叫 すだ
8 ~自~ 111 。さ
） 宮 ）J \I，~い
へ0ll何時 。
。1 1c 業 ＇l~
6 サ向E II J 

安危険なときは、

入善営業所へ

お知らせくださ（，¥o 

宮 (0765)72-0032 

争号北陸電力

雪カ、
木の枝が電線に，3、れていませんカ、。

／シ．
、..：.~宇〆

出

題

名

人

武

宮

正

樹

一与
一

黒
先
生
8

・7
手
ま
で

一：」

・
ヒ
ン
ト
i
ま
ず
れ

e
i
の剛
m

・
・一吉
一

へ
y
ケ
を
判
ち
‘
千
H

聞
の
よ

て
一

日
う
な
供
き
宮
前
リ
．
幽
鴨
川
．

J

－
5
分
で
三
段
、
3
分
以
内
で

豊

富者
。

目一を一
川

段
一
一

育一
昨

... 

本
箱

朝
日
町
立
中
央
図
書
館

（

E
m
H
0
5
7
4） 

新
し
い
本

二
般
書
）

迎
刊
文
春
傑
作
ミ
ス
テ
リ
ー

－

ベ
ス
ト
川『週
刊
文
様
』
編
集
部
編

教
科
吹
け
が
教
え
な
い
眠
火
②

%
山
市
川
叶

i
H
忠
庁
山
山

H
l
ド
｛

H
I

「
川
叫
」
勉
強
出
実
践
制

野
口
悠
紀
雄

官
を
担
え
て
子
原
治
虫
伝

今
川
H
H山
九

チ
ベ

ッ
ト
を
め
で
行
く波
辺
．
紋

大
一
川
ド
ラ
マ

・
ス

N
H
K山
版
編

色
利
え
就

E

「
t
e
Hリ
’
I

（小
説
）

山漁
ド
ず
る
タ
十
均
一
は
附
未
H

織

幹

捕

の

騎

リ

服

部

真

由

だ

の

同

師

仰

伊

集

院

帆

附

倣
F

0

・
フ
ラ
ン
シ
ス

戦
川
武
将
伝
成
之
助
‘
代

市
原
将
雄

加加
M
（

ド

ロ

万

七

法

本

陥

戸

小

佼

城

馳

以

問

ウ
ン
タ

l
・
デ
ン

・
リ
ン
デ
ン

の
仙

台

倣

浜

本

流

ネ
ア
ン
デ
ル
タ
1
ル

J
・
ダ
l
ン
ト
ン

あ
や
か
し
の
戸

Ji11f 
)) 

'!' 

吉本
去の
i護紹
衆よ介

イアf困者
計！な
在啄~ τP 

ハ日川的
の判
明
を
介
設
す
る
小
作

犬
似
の
い
H

悩
を
州
い
た
小
託
、

『山
県
治
』
を
代
川い
た
符
v
h
自
身

・4U
、
卜
年
余
、
を
削
械
の
介
必
し

て
き
だ
。
そ
の

『札前川必
h

の
背

来
一
と

mw
歳
の
父
と
の

H
々
を
た

ど
リ
、
向
ら
が
い
か
に
生
き
、

い
か
に
死
ぬ
か
を
考
え
る
エ
ッ

セ
イ
集
。

。
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

『市
山
品
川
幣
併
究
会
・．．
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さ
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~ 

五~ ~~ 九
六 号 必段
三 ：1

セ持 段 い 北
駒 。 つ 封

八 で逗
111 I I=ヨ

九孟 3男

一
ー
－ 

2 

11~ 百事 銀
．斤 liJ 

b穆

十I~

3 4 5 6 

困問



司副昌司くらしの情報室

Li汎γzgInfoγmαtioγL 1=m＝也店向島笹叫：諸国・Ill’E
健康fシフ刃フーシヨシ

愛
の
献
血

⑧⑧⑥⑨⑨⑧⑧⑧ 

ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

協
力
者
名
｛
ロ
月
実
施
分
、

合
印
は
棚
J

問
、
※
印
は
成
分
、

そ
の
他
は
湖
叫
献
血
者
）

境
地
区
会
水
鳥
羽
補
問
、

会
水
島

敏
ト
A

、
米
川
勢
津
ιJ

笹
川
地

区
内H
折
谷
光
市
ド
、
小
林
武
晴

泊
地
区
会
犬
同
優
、
A
M

入
路
管

也、

A
H
魚
住
芳
明
、

A
M

大
凶
作
仙

三
雄、

ムM
大
村
紀
チ
、
会
平
野

消
彦
、
※
竹
内
秀
孝
、
※
件
償
問

澗
、
※
内
川
斤
泌
治
、
※
ボ
眠
川
市

・
一、
平
坂
長
博
、
伊
藤
奥
山
菜
、

氷
見
政
太
郎
、
ト
u
市
光
犬
、
小

z
p
h
I
f
、
ド
卵
MAHG、
ド
午
’
i

－
a
勾’E
ト

6
1

‘．K
4
・‘a
r
y
d

－

u刊
A
E
E

A
岡
子
、
川
凶
純
公
、
広
川
通
久
、

梅
津
悠
香
梨
、
大
久
保
忠
夫
チ
、

尼

崎

や

五

箇
庄
地
区
会
般
雄

元
成
、

A
H

鍛
治
ひ
で
子
、
会
問

械
情
、
会
谷
口
芳
一
一脳
、
※
永
井

恒
紀
子
、
篠
川
作
k
u
、
川

i
愛

持
、
南
部
川
肌
太
郎

南
保
地
区

会大森秀一郎、※一史問宏樹、

※川上山住削町、折谷形子、

松下線、一一仏湖千森山崎地

区AH辻栄留男、会名越正生、

※MK市待織、被辺美也子、

九旦久美子、桝井市子

2月の各種相談
①時間 口会場 <.fllit炎は無料〉

3日 裁判所出張調停相談

（月） θ9:30～16:00 ロ 制祉センター

4日 心配ごと相談

（火） ① 13:00～16:00 ロ福祉センター

心配ごと相談

12日 。13：・00-16:ooロ悩祉センター
（水） 社会保険出張相談。io:oo～15:00 口役場会議主
17日 裁判所出張調停相談

（月） ①9:30～16:00 口十，＇，＼tII：センター

18日
心配ごと相談・家庭児童相談

行政相談・人権相談・税務相談
（火） 。13:00～16:00 白 川社センター

心配ごと相談

25日 。13:00～16:00 白 川ti!：センター
（火） 交通事故相談所巡回相談。io:oo～15:00 白 川部市偏十11：センター
26日 社会保険出張相談

（水） ①io:oo～15:00 口役場合議定

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

切
で
す
。

風
邪
の
食
が
と
い
う
と
汁
か

ら
わねか
ゆ
と
怖
ド
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
発
熱
す
る
と
子
不

ル
ギ
ー
が
多
く
消
役
さ
れ
る
の

で
ご
飯
、
バ
ン
、
め
ん
な
ど
の

補
給
が
必
裂
と
な
リ
ま
す
。
ま

た
、
タ
ン
パ
ク
代
目
や
ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
の
消
波
も
大
き
い
の

で
、
午
礼
、
プ
リ
ン
、
川
本
什
な

ど
を
補
い
ま
し
ょ
う
。
せ
き
が

山
た
ら
茶
椀
む
し
、
糸
、
」
ご
り
、

足
時
制
料
周
な
じ
、
の
ど
に
や
さ

し
い
食
べ
物
を
。
鼻
が
つ
ま
っ

た
ら
く
ず
湯
、
維
炊
、
行
…
込
み

医松i
療本t
｛果 と

健恒2
f系
長子工

、、

風
邪
と
食
事

風
邪
を

r防
・
治
械
す
る
に

は
、
体
力
を
つ
け
ウ
ィ
ル
ス
に

負
け
な
い
抵
抗
力
を
縫
う
、
」
と

で
す
。
抵
抗
力
を
つ
け
る
に
は
、

ま
ず
栄
養
を
つ
け
る
、
』
と
が
大

※母子手，，炭持参

苓主 業 名 月 日
会 場

（対象者等） 受付時間

2 J1 5トIv)<)
基幹！長孫センター

歯科相談
。13:30～15:00

（相談希明者） 2 J127日榊
老人福祉センター。13:30-15 :oo 

機能訓練 2月1811（火｝ i系飽センター
（月l込卒中後iな症者） 。13:00～13:30
心の健康相談

2月31:1 • 17日
いずれも側 黒部保健所

けもします。（ft52-1224) θ13 :00-14 :oo 
ちはう性老人の相談む受けますL

子育て教室
2Ml91J（ポ）

［~1&1 ～2か月の赤ちゃんl 。13:30～13:40 ｛呆：1建センター
とおかあさん ※ 

3か月児健診・脱臼検診 2 H2511W あさひ総介病院
(8年llJ''JI主まれ ※） θ13:00～13:30 豊富形外科

4・5か月児健診 2月18仁I（幼 i呆f建センター
(8if.9 月＇－I~ ま tL ※） 。9:30-10:00
1歳児健診 2月4卜I（刈

保健センター
(7年12月、811'-l月生まれ※） 。9:30-10: 00 
3歳児健診 2月20rl榊

保健センター
(5勾三10、 11 月 ~t ま tL ※） 。13:00-13 :30 
育児相談 2Fll9H（ね

保健センター
（相談希望名 ※） ⑤9:30～11 :30 

⑥健康体操教室及び健康相談（いずれも希筆者）｛革、毎週金曜日午前 9 時30~ーから保健
センターで、老人福祉センターでの健康相談は毎週火曜日午後l時30分から、 2月
19日（水曜日｝は基幹集落センアーでも行っています。

~栄饗栂談Iま第 2 金曜日午前 9II寺30・努力、勺保健センターで行っています 『国道包号線工事』

急激な翠の増加に対

応するため国道日号線

の建設工事が始った。

（城山トンネル東口か

ら始められている工事

の状況。昭和38年ごろ）

大

こ
の
季
節
は
、

常
に
よ
っ
て

煙
突
や
ガ
ス
の
配
管
な
ど
が
破

損
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
破
損
は
、
出
火
や

ボ
イ
ラ
ー
の
不
完
全
燃
焼
に
よ

る

一
般
化
成
京
中
H

川
、
ガ
ス
爆

発
な
ど
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

い
ま

－
度
、
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

家
庄
地
区
A
M
山
片
下
鈴
子
、

会

酋
間
圧
窓
、
会
吉
附
持
、

A
H
花

井
昭
蔵
、
品H
山
間
茂
久
、
※
市
黒

煙
校
、
住
市
透
、
常
用
佼
ぷ
夫
、

沢
井
志
美
子
、
大
菅
陥
子
、
門

円
凶
育
代
、
林
勝
利
市
花
、
新
村
千

舟

f
（
以
上
印
名
）

。
ご
寄
付
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

マ
凶
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
山
山

｜
東
会
長
浜
田
美
校
「
さ
ん

か
ら
、
「
成
人
を
悦
う
附
汗
代
」

と
し
て

3
万
円

お
宅
の
煙
突
や
ガ
ス
の
配
管

は
大
丈
夫
で
す
か

今
月
の
納
期

固
定
資
産
税
（
第
4
期）

う
ど
ん
ら
ど
出
か
い
川
竹
山
川
が
減

し
て
い
ま
す
。

先
熱
、
発
什
が

あ
る
と
体
内
か
ら
ポ
分
が
合
，
わ

れ
ま
す
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
米
什
、

プ
リ
ン
な
ど
け
あ
た
リ
の
よ
い

も
の
で
水
分
を
多
く
と
リ
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
の
ど
が
一
拍
い
と

き
は
、
待
－

r料
を
性
、
ぇ
、
な
め

ら
か
で
の
ど
ご
し
の
や
さ
し
い

も
の
を
食
べ
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

風
船
を
引
い
た
か
な
と
思
っ

た
ら
、
食
欲
と
好
み
に
応
じ
て

3
食
き
ち
ん
と
取
リ
、
体
力
を

つ
け
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

（胃かん検診〉
町では、今年度最後の胃がん集団検診を実施します。

・検診日 3月6日間
・場所 朝日町保健センター

・受け付け時間 午前8時30分カ、ら9時30分まで
・料金 500同（ただし、平成8年度中に40、50、60歳になる

人、 70歳以上の人は無料です）
E用28自由まで保健センター（念日3-3309）ヘ・申し込み

一－ r写真で見る錫日町のう
つりかわり』 より物領事自主

591 
(49日）

198 
(177) 

交通事故発生状況調
12月末現在 （ ）内は前年同月比

人男事音量

件叙 ｜死者 ｜傷者

入善醤察署I198 I 2 I 222 
管内 I(221 l I C 4) I (233) 

休日救急診療当番医 響鵠～午後5跨

2月2日（日 高桜医院 fi82-0Dl0 

2月9日臼） 橘 医 院 fi82-0791 

2月11団側 寺崎医院 宮82-1118

2月16日（日） 中川医院 fi82-0l20 

2月23日（日） 坂東病院 fi83-2299 

ガソリンスタンド休日当番店

2月2日目） 中央農協 fi83-1135 
2月9日目） 朝日石油 fi82-0661 
2月11日閃 全店営業

2月16日（日） 大谷石油 包82-0703
2月23日臼） 小川石油 fi83-3033 

〈誌適正正解〉まず'.IIIのγケ、fI 2 7) 
逮IfでナIJ下で死んだように見えます
が、：！.＼3とアテ（I4グ3とき？早5からア
テる何が妙手.( 1 6 のとき県？とトi)fl.~·
にflをJf<IUJ・.ナカT-lnl避の生き．

話
基
と
詰
将
棋
の
解
答

〈鈴将t真正解） 2 ~ flf‘同 1；，、 4こ)ff
成、 l 114 F.. I :,;1£. Jr.I菜、 2附世ま
てー7'f..11，グλ

〈解説＞ Mlll!.:t11＼’Iiを取られないよう
2 ・:.111です.l·•lf句なら 3 －金、3?.E、
4 I判飛成の；.~み• I~ 勺て 2~同玉です

が、4 1良成からl：屯の鮮やかな飛
車さばきによリ成功."1予4.:.fqで（j
4 '"・ 5 念、 3 －五で読みません。

｛問組は15ページ｝

鑑調・

務日町

第己・第4土B笹田は外来体診（言式行）です。
急患は夜間・休日を問わず、24時間いつでも受付します。 ft83-1160あさひ総合病院

診療日 ／目線日・祝日 診療時間／午前フ時一午後11時
所在地／黒部市消防署向側 ft54-0731新川地区休日夜間急患医療センターllD 



あなたの回りの身近な話題を待っています（H83－竹00内線212）ヘ。

110番めかけ方大事だね。
を開催－

ト
月
十

H
は
「

一
．
0
番
の

H
」。

こ
の

H
に
ち
な
ん
で
－
月
九

u、
さ

み
さ
と
小
川
ザ
校
で
二

豊
漁
に
熱
き
願
い

ー
朝

θ
町
久
漁
安
全
祈
願
祭

l

つきたてに大喜び
一「有機苑」でもちつき久会一

抑
制
炎
必
ζ
人
ホ
ー
ム
「
れ
機
必
」

で

1
．川
・
・
十
日
、
心
川
知
T
恒
例
の
も

ち
つ
き
大
会
が
訂
わ
れ
ま
し
た
。

人
刈
小
の
お
年
布
り
が
れ
ん
守
る
小
、

，
b
R比
二

u
n
f－J
、7
－4
h
h
a
市
川
y
fJ昨

L
川
ト
長

t
b・除
4

2
－・
，
tL
・4
r
、、t
i

－－l
f
l
Jl
H
’

の
凶
児
も
お
予
似
い

。
「ヨ
イ
シ

ョ
、

ヨ
イ
シ
ョ
」
と
威
勢
の
よ
い
掛
け
戸

と
と
も
に
き
ね
を
似
る
い
・
ま
し
た
c

』
目
な
が
ら
の
も
ち
つ
き
に
お
年
寄

リ
J
U
大
喜
び
。

一
年
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
っ
き
た
て
お
ら
ち
を
味
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
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3人目誕生
おめでとうございます

J¥j・川和i

'(il: 

地ヶ

h!!ヶ

lt！！ヶ

It！！ヶ

九
一
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虫

川

和

治

夏

芯

英

夫

川

が

よ

必

英

／す
V

修
禾
N

L

人

紡

‘

山

初

美

総

山

出

山
パ

明

英

下

町

奈

お9ζやかに

芙優（女）

前’け~B＜女）

悦罫（fJ1) 
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i夕美（女）

菜捕（女）

健斗（男）

長チt-

氷見

｛主主主

'・' 
’1-1・ 

鍋谷

土居

山｝

香りl
 
l
 

ネ

一
O
番

っ
て、

な
あ
ー
に」

れ
ま
し
た
。
と
起
し
た
似
し
が
行
わ

杭
常
に
は
全
校
児
伝
が
集
ま
り
、

一 ぎみぎと小で「110番の臼J

判

H
川
h

父
孫
将
や

N
T
T
の
職
以
ら

が

．
．
 0
得
へ

の
通
却
の
社
側
み
や

公
衆
屯
話
か
ら
緊
急
屯
ぶ
の
か
け
ん

を
泌
明
。
こ
の
後
の
い
州
人
件
山
れ
に
よ4e 

る
版
ぷ
術
で
は
、
h

父
一
店
安
全
と
が
は

が
起
き
た
助
介
の
一
組
側
に
つ
い
て
中

び
ま
し
た
。

ま
た
、

心
仏

f
川
ん
併
が
参
加
す
る
，J

刷
も
あ
リ
、

けん
知
ら
ぬ
引
に
戸
を
か

け
ら
れ
た
場
介
の
付
泌
を
体
験
。

日以

近
、
九
仁
川
的
に
先
ルー
し
て
い
る
崎
山

引け
件

へ
の
比
立
を
呼
か
け
ま
し
た
。

一一 ハープ教t主で料理に挑戦 一一

ハ
ー
ブ
の
楽
し
み
方
を
知

っ
て
も

ら
お
う
と
昨
年
の
五
月
か
ら
教
育
委

員
会
主
催
の
ハ
ー
ブ
教
室
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
教
・一毛は．

一か
月
に

一
度

附
か
れ
、
栽
培
か
ら
料
理
法
ま
で
を

学
習
。
．

川
十九
ハ
U
に
は
来
一
幹
集
孫

セ
ン
タ
ー
で
ハ

ー
ブ
料
哩
教
室
が
附

か
れ
、

ト
附
人
の
押
さ
ん
が
参
加
し

ま
し
た
。

H
M
終
判
と
な

っ
た
こ
の
川
、
大
門

川
の
山
本
美
山
子
さ
ん
と
菊
山
・以
椛

さ
ん
を
識
削
に
参
加
者
は
ロ
ー
ズ
プ

リ
l
ラ
イ
ス
、
タ
ン
ド
リ

l
チ
キ
ン
、

か
ぼ
ち
ゃ
パ
タ

l
焼
き
の
一三
品
に
挑

戦
。
香
り
農
か
な
ハ

l
ブ
料
理
を
満

喫
し
ま
し
た
。

阿
洋
で
は
家
庭
料
理
に
ひ
ん
ぱ
ん

に
使
わ
れ
る
ハ

ー
ブ
。
喬
リ
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
料
理
の
昧
を
引
き
出
し
、

血
液
を
浄
化
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

漁
業
を
以
り
巻
く
段
坑
が
厳
し
く

山
口
山
崎
の
組
問
川
村
で

．
川

な
る
小、

H
H円
1

・E，
‘．3
．、、L
H
凶：
f

、、？・・・・
・hげは
J
A
P

ム中
｜

側

lcuJγ
ノi
判
ド
陥
刷
タ
ィ

が
一
行
わ
れ
ま
し
た
。

叫
川
刷
刷
川
氏
に
は
作
漁
協
や
漁
業
関
係

れ
な
ど
約
問
卜
人
が
出
席
。
州
市ド
に

い
机
き
五
ぐ
し
を
さ
さ
げ
、

、ヘF
ド
l
，

｝

l

i
恥
つ

も
「

’τき
島
帰
潰
獲
高
り
が
と
う

ー
新
川
高
校
が
姪
谷
分
校
を
訪
問

l

ク
リ
ス
マ
ス
を
前
に
し
た
卜
－
一月

卜
六

H
、
新
川
高
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
部
が
出
保
小
学
校
蛭
谷
分
校
を
訪

れ
ま
し
た
。

絹
川
－
n
川
校
で
は
、
ト
年
以
L
仁
川
削
か

ら
試
験
休
み
を
利
川
し
、
新
川
地
似

の
主
人
ホ
ー
ム
や
一制
um
胞
設
を
慰
問

川
仰
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
け
は
、
分
校
の
小
川
叫
の
ほ
か

小
川
川
体
行
所
の
附
川
ん
も
集
ま
リ
、
ク

リ
ス
マ
ス
メ
ロ
デ
ィ
ー
や
ア
ニ
メ
ソ

ン
グ
を
山
本
し
み
ま
し
た
。

交
通
安
全
に
願
い
を
込
め
て

ー
泊
高
校
家
政
科
が
手
作
り
マ
ス
コ
ッ
ト
を
配
布
！

「
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」
校
家
政
利
の
生
徒
が
、
丸
川
病
院
前

の
則
問
中
の
十
二
月
十
大
目
、

泊
高
で
交
通
安
全
の
街
脱
呼
か
け
を
行
い

ま
し
た
。

昭
和
問
十

一
年
か
ら
十
何

年
行

っ
て
い
る
柄
拘
も
、

今
年
度
で
家
政
利
が
雌
止

に
な
る
こ
と
か
ら
今
川
で

円
以
後
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
家
嵯
利
ク

ラ
ブ
の
生
徒
六
人
が
参
加
。

「
安
全
運
転
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
ド
ラ
イ
バ

ー
に
、

「
う
さ
ぎ
」
と
『
ね
ず
み
」

の
手
作
り
マ
ス
コ
ッ
ト
三

行
問
十
例
な
ど
を
手
渡
し
、

交
通
安
全
を
呼
か
け
ま
し

、
た
。
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日
山
桃
山
J
U
外
洋
に
近
い
当
地
で
は
、

企
小
平
総
の
か
な
た
に
奥
能
登
の
山
々

が
櫛
た
わ
る
の
が
見
え
る
。
今
は
も

う
兄
ら
れ
な
い
が
尾
根
に
石
を
の
せ

た
家
々
、
波
し
ぶ
き
を
あ
げ
る
海
、

維
大
な
臼
然
と
ひ
な
び
た
風
景
は
、

風
の
鴨
る
汗
と
と
も
に
私
た
ち
に
は

見
な
れ
た
風
景
で
あ
る
。
こ
の
詩
文

は
森
川
和
夫
（
地
元
の
詩
人
）
作
「
北

陀
の
情
景
」
の
中
の

一
作
で
、
郷
上

の
自
然
に
寄
せ
る
思
い
に
共
感
し
て

作
品
と
し
た
ら
の
で
あ
る
。

昭
和
叩
年
実
母
を
亡
く
し
、
何
か

心
に
伐
る
も
の
を
表
現
し
た
い
と
思

い
こ
の
作
品
に
取
り
か
か
っ
た
と
い

う
。
連
日
市
を
取
っ
て
い
た
が
無
心

の
境
地
に
及
ん
だ
と
さ
、
虫
、
紙
そ

し
て
、
気
持
ち
が
溶
け
合
い
黒
色
の

際
立
つ

こ
の
作
品
が
出
来
上
が

っ
た

常
設
一
反
1
1
あ
さ
ひ
の
美
術
｜

3
月
四
回
目
ま
で
火
曜
休
館

一
般
2
0
0円
小
中
高

1
0
0円

聖バレンタインデー(Hellol WW~て寸
聖バレンタインデーは2月14日のお祝いです。恋人た

ちの守護聖人、聖バレンタインが死刑となった日です。

この日に、ラブレターを書く人もいれば、「愛してます」

や「恋人になってください」、「私のものになってJ とい

ったメ ッセージのカードをE曽ったりする人もいます。ま

た、チョコレートや宝石、 lダースのパラの花などの贈

り物を交換したり、 ロマンチックに食事をしたりもしま

す。新聞の尋ね人欄に心のこも ったメ ッセージを載せる

のが新しい風習です。男女が独身か既婚かにかかわらず、

閉じ日にプレゼントやカードを贈るのです。

たくさんの人が愛情表現として花を贈るので、私の聞

の花屋さんにと っては聖バレンタインデーが最も忙しい

日とな ります。

日本に来て初めて、私は「ホワイトデー」や「義理チ

ョコ」のような言集を聞きました。

皆さん、楽しいバレンタインデーを過ごしてくださいね。

ST. Valentine’s Day 
ST. Valentine's Day is celebrated on the 14th of 
February. This is the date in which Saint Valentine 

the patron saint of lovers, was martyred. 

On this day people write love letters and send 
cards with messages such as“I love you＇＂，・＂Bemy 

Valentine .. and “Be h丘ine". Also oeoole like to ex-

change gifts such as chocolates, jewelry. 1 dozen 

red roses and have romantic dinners. A new custom 

is to leave intimate messages in the personal coluπms 

of newspapers. Both females and males exchange 

gifts and cards on the 5ame day regardless whether 
they are single or married. 

ST. Valentine's Day is one of the busiest day for 

florists in my country because a .lot of people like 

sending flowers as an expression of their love. 

I have never heard of such a thing as“White Day" 
and ・・Giri-choco.. until I came to Japan. 

Happy ST. Valentine's Day every。ne!

V
美
し
い
北
慌
の
海
作
が
無
残
な
安

に
変
わ

っ
て
い
る
・：
。

．
バ
－一
日
未

明
、
ロ
シ
ア
船
が
向
棋
県
m
u
m
hい刊沖

で
沈
没
。
↑

月
じ
円
に
は
船
行
部
分

が
流
さ
れ
、
福
斤
川
町
J

一同
町
海
作
に

山
町
礁
し
、
大
ほ
の
取
仙
が
流
出
し
た
。

一
一月
二
十
U
引
k

位
、
浮
流
油
の
先
端

は
新
潟
県
上
越
市
沖
を
漂
流
中
。
豆

油
の
漂
お
は
新
潟
県
に
ま
で
広
が

っ

た
。
今
の
と
こ
ろ
県
内
で
は
確
認
さ

れ
て
い
な
い
が
、
予
断
を
詐
さ
な
い

状
況
に
あ
る
V
冬
の
け
本
海
は
悪
天

候
の
口
が
続
く
。
竜
一
仰
の
回
収
作
業

は
忠
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
。
岩

場
の
あ
る
海
岸
で
は
人
海
戦
術
に
頼

る
の
み
。
科
学
が
発
達
し
て
い
る
今

円
、
も
っ
と
効
来
的
な
処
理
方
法
が

な
い
む
の
か
と
、
も
ど
か
し
さ
を
感

じ
る
V
朝
日
町
は
白
然
に
恵
ま
れ
て

い
る
。
特
に
宮
崎

・
境
海
岸
は
「
H

本
の
消
・百
選
」
に
も
選
ば
れ
た
美
し

い
海
岸
。
こ
の
海
作
が
油
に
汚
染
さ

れ
で
も
し
た
ら
：
・と
考
え
る
と
、
ぞ

っ
と
す
る
。

万

一
の
際
、
郷
上
の
自

然
を
守
る
に
は
私
た
ち

一
人

一
人
の

力
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
A
叩
の
源

で
あ
る
海
を
守
り
た
い
。

＠

cm ,1；.前月比世帯数 5.180(-2) H9.l.l現在計 17.202 ( + 5) 女 9.125(+ 3) 2) 〔町の人口〕男 8.077( + 


